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チベットにおける『倶舎論』の伝承 
ダライ･ラマ一世の倶舎論註への系譜＊ 
現銀谷 史明 
1．ダライ･ラマ一世の倶舎論註について 
ダライ･ラマ一世（ゲンドゥンドゥプ、1391-1474）講説の『解脱道解明』（Thar lam gsal byed）は
倶舎論本頌の註釈書である。世親の『自註』の中で述べられる煩瑣な議論を略し簡潔に要点をまと
めており、仏教教理の基礎理論を学ぶ際に格好のテキストである。また、チベットで著名なチム･
ジャンペーヤンの『阿毘達磨荘厳』並びにチム・ロサンタクパの『善説海』を勘案して作られたも
のであるため、チベット伝統の解釈も受け継ぎ、チベットにおける倶舎論解釈の特徴を見渡すため
にも有益な文献となっている。 
ゲンドゥンドゥプはタルマリンチェン（1364-1432）及びケードゥプジェ（1385-1438）と共にゲ
ルク派の開祖ツォンカパ（1357-1419）の三大弟子と呼ばれる（ダライ･ラマ五世の摂政であったデ
シ・サンギェギャンツォ（sDe srid Sangs rgyas rgya mtsho, 1653-1705）の説（Elijah S. Ary, Authorized Lives: 
Biography and the Early Formation of Geluk Identity, Somerville: Wisdom, 2015, pp.55-56）。彼の『解脱道解明』は現在も
ゲルク派の学問寺では倶舎論を学ぶ際の共通の教科書として用いられる。この書によって『倶舎論』
の基礎を学び、そらからそれを補い、また議論について学ぶために上述の『阿毘達磨荘厳』（通称『チ
ムズー』）を勉強し、各学問寺独自の教科書を学習する。 
ゲルク派における、特にダラムサラにある仏教論理大学では 1980 年代、十四年間の学習期間のう
ち最後の二年間を倶舎論の修学に当て、学習の内容としてまず世親の『倶舎論本頌』を暗記し、そ
れに基づき『解脱道解明』と『チムズー』を学ぶ。そして仏教論理大学所定の教科書であるパンチ
ェン・ソナムタクパ（1478-1554）の『所知明解』（Shes bya rab gsal）を読み、二年間の課程を終え
る。 
2．ゲンドゥンドゥプ略伝 
伝記は彼の全集に二種収められている（1．『伝記』：rJe thams cad mkhyen pa dGe ’dun grub pa dpal bzang po’i rnam 
thar ngo mtshar rmad byung nor bu’i phreng ba と 2.『行跡』：Bla ma thams cad mkhyen pa’i rnam thar ngo mtshar mdzad pa bcu gnyis
であり、両者はともに Gangtok 版全集の第 6 巻にある）が、ここでは彼の生涯を要領よく年代順にまとめた『ト
ゥンカル辞書』（Dung dkar blo bzang ’phrin las kyis rtsom sgrig, Dung dkar tshig mdzod chen mo, Krung go’i Bod rig pa dpe 
skrun khang, 2002）に従って摘記していく。 
ゲンドゥンドゥプはサキャ地方のクルモルワという遊牧民のゴンポドルジェを父、チョモナムカ
キを母として息子四人・娘一人の五人兄弟のうちの三男として、羊小屋で産み落とされた。幼名は
ペマドルジェという。幼少の頃から多くの石に観音の真言を彫って、両親の罪障浄化を祈っている。
七歳の時に父親が死去し、同年ナルタン寺に往き、その後ナルタン寺の第十四代座主トゥッパシェ
ーラプより優婆塞戒を受けている。 
十五歳（1405 年）にナルタン寺のケンチェン・トゥッパシェーラプとチェンポロデンの下で出家
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し、沙弥戒を受けてゲンドゥンドゥッパペルという名に改めた。 
二十歳（1410 年）の時に具足戒を受けた。 
二十五歳（1415 年）にウー地方に往き、タドゥク寺でセンパチェンポクンサン、タンポチェでは
ロントゥン・シャキャギェルツェンに仕えて中観と般若（=現観荘厳論）を聴聞した。オンタシド
カルでツォンカパと会って『量決択』『了義未了義弁別』『根本中論』『根本罪の解釈』など多く受け
た。タンポチェでニマギェルツェンから『秘密集会阿閦』『ヤマーンタカ十三尊』などを習う。その
頃、サンプネウトク寺とガンデン山寺を三年間ほど往来している。 
二十七歳（1417 年）になってからデプン寺やセラ寺、ペンユルトパなどに赴いた。マルトゥン・
ペルデンリンチェンと〔マルトゥン・〕ギャンツォリンチェンとの二人から二年間『律経本頌』と
阿毘達磨を良く聴聞した。 
三十五歳（1425 年）にサンプで学ぶ。結局ウー地方には 12 年間滞在した。 
三十六歳（1426 年）にジェ・シェーラプセンゲと共にツァン地方に行き、チャンチェンやリクッ
ド、タクマル等に滞在した。 
四十歳（1430 年）に入中論の註釈を著作した。 
四十二歳（1432 年）の時、ポトンチョレーナムギェルと会って無数の教えを聴聞し、 
ポトンチョレーナムギェルの数多くの質問に易々と回答したので「一切知者」と名付けられた。
その後サキャギャンブンチェに行ったとき無辺の縁起の意味に確信を得た。またその年齢のころ『量
評釈註』を著作した。 
四十三歳（1433 年）『根本中論の解釈―宝環』を著作した。 
四十六歳（1436 年）の時、チャンチェンに大テクチェンポタンを建立した。四十七歳（1437 年）
から七十九歳（1469 年）まてに゙『論理荘厳』『律因縁集』『大律則』など多くの著作をした。 
四十八歳（1438 年）にウー地方に赴く。 
五十歳（1440 年）シェーラプセンゲと共に再びツァン地方に行き、ナルタン寺とチャンチェンな
どで主に律の学習をした。 
五十七歳（1447 年）タシルンポ寺を建立した。三千人以上の僧侶が集まり、秘密集会によって落
慶法要を執行した。寺院建立してから二十八年間、教主となって仏教の学習を中断させないよう努
めた。また「パンチェン・ゲンドゥンドゥッパ」という名前が知れ渡り、それからタシルンポ寺の
座主には皆「パンチェン」という名前が知られるようになる。 
八十四歳（1474 年）のチベット暦十二月七日に主な弟子であるドゥルジン・ペルデンサンポなど
を自分の許に呼んで〔自分の死後のことを〕指示した。 
夜通し禅定に入りチベット暦の八日の早朝に結跏趺坐で坐り、両手は禅定印を結び、基盤の死の
プロセスを道の光明と融合させ、一切空である光明にその月の二十二日まで留まっていた。 
一切知者ゲンドゥンドゥプが師事した五十人ほどの先生の中で、特に無比の非常に恩がある先生
はケンチェン・トゥッパシェーラプとジェ・シェーラプセンゲの二人、三世に渡る生涯で恩がある
者はツォンカパであると〔本人が〕述べている。 
3．倶舎論の伝承 
チベットでは『倶舎論』とは『倶舎論』第一章「界品」から第八章「定品」までの「本頌」のみ
を指し、世親の散文による註釈は「自註」と言われ、『倶舎論』第九章「破我品」は『倶舎論』には
含まれない。それ故、チベット撰述の倶舎論註釈書は例外を除きすべて『倶舎論本頌』に対する註
釈である。（したがって、以下では『倶舎論』および倶舎論と記されている場合は倶舎論本頌を指す。但し、倶舎論伝承
における倶舎論伝授に際して自註が用いられなかったとは言えない） 
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チベットでは阿毘達磨を上下の二つに分ける。上の阿毘達磨とは『大乗阿毘達磨集論』（mngon pa 
kun las btus pa）を指し、下の阿毘達磨が『倶舎論』である。 
『倶舎論』はチベットに於いてジナミトラとペルツェク（8-9c）によって翻訳されている。チベ
ット最古の訳経目録である『テンカルマ』（824/836 年成立）にもすでに名前が挙げられており、『倶
舎論』が前伝期にチベットに導入されていることが知られる。さらに、それ以前に成立したと考え
られる仏教語釈集である『二巻本訳語釈』（814 年成立?）には『倶舎論』からの引用が見られるこ
とから、九世紀初頭には『倶舎論』が仏教語釈の典拠として重視されていたことが伺われる。しか
し、このことは『倶舎論』の伝承が始まったことを意味するものではない。『倶舎論』の師匠から弟
子への学問伝承は、十世紀に東チベットに入ったスムリティ・ジュニャーナキールティを俟たねば
ならない。グーローツァーワ（1392-1481）作の仏教史『テプテルグンポ』では、『大乗阿毘達磨集
論』の相承系譜を詳しく挙げているが、『倶舎論』の系譜についてはただ「『阿毘達磨倶舎論』は前
伝期に多くの註釈が訳され、解釈〔の伝承〕はパンディタ・ミティ（スムリティ・ジュニャーナキ
ールティ）から始まったと知られており、ウー・ツァン地方（中央チベット）で広く普及したけれ
ども、その伝承の文書は見つからない」（’Gos lo gzhon nu dpal, Deb ther sngon po, 2 vols, Si khron mi rigs dpe skrun 
khang, 1985, p.420）と述べるのみであるが、その辺の事情をコントゥル（1813-1899）の『所知遍満』（Shes 
bya kun khyab）てば「『阿毘達磨倶舎論』の伝承が主に展開したのはナーローパの弟子であるパンデ
ィタ・スムリティ・ジュニャーナ〔キールティ〕がチベットにいらっしゃって、カム地方のデンロ
ンタン （’Dan klong thang）で阿毘達磨倶舎論の講釈をなさったときに大勢の学僧が集まったので、
下の阿毘達磨の教えの基盤が確立した」そして「彼の弟子であるイェチェンポ・シェーラプタクな
どが、ウー・ツァンとカムで広めた」（Kong sprul yon tan rgya mtsho; rDo rje rgyal po dang Thub bstan nyi mas bsgrigs, 
Shes bya kun khyab, Mi rigs dpe skrun khang, 2002, p.225）と記している。チベットにおける倶舎学伝承はカム地
方のデンロンタンを発祥の地とし、そこからカム地方を含め、中央チベットに波及していった。 
スムリティ・ジュニャーナキールティに始まる『倶舎論』の伝承系譜はプトゥン（1290-1364）の
『聴聞録』では、スムリティ・ジュニャーナキールティからイェチェンポ・シェーラプタクに伝え
られた『倶舎論』の聴聞系譜として記されている（小谷信千代『チベット倶舎学の研究：『チムゼー』賢聖品の
解読』文栄堂、1995, p.5 参照）。 
スムリティ・ジュニャーナキールティ→イェチェンポ・シェーラプタク→ラシャクダワ→チム・シャンツン→チム・
ハジェゴチャ→チム・ツォンセン→チム・トンドゥプキャルワ→チム・ツォンギャル→チム・ロドゥーテンパ→チム・
ナムカタク→ツェーメーキェーウ→プトゥン 
この系譜ではチム（mChims）の名を冠する者が倶舎論の伝承を担う家系であったことが分かる。
このチム流の中からチベット人の手になる最初の倶舎論註釈書が現れた。チム・ツォンセ ンの『ガ
クジャム』（Ngag ’byams）である。 
ゲンドゥンドゥプの『解脱道解明』はチム・ジャンペーヤンの『阿毘達磨荘厳』とチム・ロサン
タクパの『善説海』を勘案して作られたが、この系譜の中にチム・ジャンペーヤンの名前が見えな
いことが研究者の間で問題にされており、チム・ナムカタクと同一人かそれとも別人かで議論があ
るが、チベット人学僧の通説では同一人物と見ているようである。 
『倶舎論』の伝承系譜については、上記のように『テプテルグンポ』か「゙伝承文書が見つからな
い」と記しているように、チベットにおいてスムリティ・ジュニャーナキールティから始まる伝承
に疑義を抱く見解もある。 
カルマ派八世ミキュドルジェ（Mi bskyod rdo rje, 1507-1554）は「この法（倶舎論）は前伝期に本
頌と〔自〕註、及び〔称友の〕註釈が翻訳され、誤りなく決択されたけれども、後伝期にこの法は
広まり、興隆した人ジョオ・スムリティ・ジュニャーナから出た解説伝承がウー、ツァン、カムに
普及したと知られており、それから〔始まった〕伝承系譜は私の偉大なる先生まであるけれども、
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師資相承の文書が無くなっているので、偉大なるゴク・ロー〔ツァーワ〕から伝承された次第にし
たがって述べる」と言い、次のように記している（The Eighth Karma-pa Mi-bskyod-rdo-rje, Chos mngon pa’i mdzod 
kyi ’grel pa rgyas par spros pa grub bde’i dpyid ‘jo: a detailed commentary on the Abhidharmakoṣa, vol.1, New Delhi: T. Tsepal 
Taikhang, 1975, 4a5-4b5）。 
ゴクロ〔デンシェーラプ〕→チム・ハジェェゴチャ→チム・ツォンドゥセンゲ→チム・トン〔ドゥプ〕ギャルワ→チ
ム・ツォンドゥギェルツェン→チム・ロテン→チム・ナムカタク→チム・ロサンタク〔パ〕→ロンパチューギャム→
ニャグ マワリンチェン→マルトゥン・ペルデンリンチェン→ロントゥン・シャキャギェルツェン→ズパロギャム→チ
ャムチェン ラプジャムパ→カルマティンレーパ→ミキュドルジェ 
この系譜にあるマルトゥン・ペルデンリンチェンからロントゥン・シャキャギェルツェンへの相
承はゲンドゥンドゥプの倶舎論学習にとって重要な意味を持つ。マルトゥンからは略伝で記したよ
うに、阿毘達磨を習っているし、ロントゥンに関しても二十五歳の時に彼に師事している。 
略伝ではマルトゥンから阿毘達磨を聴聞したとあるが、『伝記』では倶舎論と明言している。にも
かかわらず、『トゥンカル辞書』が倶舎論と明示せず、阿毘達磨とのみ述べている理由はおそらく、
『所知遍満』に引用される次のような説によっていると思われる。「聴聞系譜が大乗阿毘達磨集論を
主にして伝播しているのはしかたのないことだが、倶舎論及びその註釈〔の系譜〕も大乗阿毘達磨
集論〔の系譜〕の中で展開しているはずだ」（同書 p.225） 
この説明からは、大乗阿毘達磨集論伝承される場合には倶舎論も併せて教えられることが、予想
される。このことを考慮して『トゥンカル辞書』では『伝記』の説を取らず、「阿毘達磨」と記し、
大乗阿毘達磨集論も併せて学習したとの見解をとったのであろう。 
さて、ゲンドゥンドゥプの師であるツォンカパはサキャ派のレンダーワから親しく『倶舎論』を
授けてもらっている。ゲンドゥンドゥプはレンダーワとは会っておらず、彼からは『倶舎論』を相
承してはいない。ツォンカパからの伝承については、直接『倶舎論』の教えを受けている可能性も
なくはないが、相承系譜の上では下記のようにタルマリンチェンからレンダーワ→ツォンカパに伝
わる『倶舎論』を継承している。 
ダライ・ラマ五世（ngag dbang blo bzang rgya mtsho, 1617-1682）の『トプイク』（thob yig）には『倶
舎論』の伝承に関して六種の説が挙げられている。この六種の説のうち前五説は人から人への相承
であり、第六説は最後の説は前五説とは異なりサキャパンディタ（Sa skya paṇḍita Kun dga’ rgyal 
mtshan, 1182-1251）に直接世親が啓示した伝承説である。この啓示による伝承はチベットでは一般
に認められ、人から人への漸次的な伝承は遠伝と言われ、直接啓示による伝承は近伝と呼ばれる。
チベットでの倶舎論相承系譜にも啓示伝承が認められていたわけである。 
さて、前五説の中で、ゲンドゥンドゥプを系譜上に挙げる説は第一説、及び第二、第三説である。
（Zab pa dang rgya che’i dam pa’i chos kyi thob yig Ganggā’i chu rgyun, glegs bam dang po, in the Collected Works (gsung-’bum) of 
Vth Dalai Lama, Ngag-dbang Blo-bzang rGya-mtsho, vol.1, Gangtok: Sikkim Research Institute of Tibetology, 1991, 22b5-24a4）。 
第一説: 
・・・パンローツァーワ→ローチェン・チャンチュプツェモ→レンダーワ→ツォンカパ→タルマリンチェン→ゲンド
ゥンドゥプ→ロドゥーリンチェンセンゲ→ニェルトゥンペルジョルフンドゥプ→トゥンユーペルデン→パンチェンソ
ナムタクパ→ギェルカンツェパ・ペルジョルギャンツォ→タクルンダクパ→クンチョクチューペル→ダライ・ラマ五
世 
第二説: 
・・・ホドゥッパセンゲ→ツェーメーキェーウ・ソナムグン→プトゥン→マルトゥン・ギャンツォリンチェン→ゲン
ドゥンドゥプ→（以下、第一説に同じ） 
第三説: 
・・・チム・ナムカタク→ケーパ・ユンテンウーセル→シェニェン・チューグンポ→キョルルンパ・ロドゥーサンポ
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→マルトゥン・ペルデンリンチェン→マルトゥン・ギャンツォリンチェン→ゲンドゥンドゥプ→（以下、第一説に同
じ） 
この相承系譜はグードゥプペルバルの註釈、パンチェンソナムタクパ、及びグードゥプギャンツ
ォの概説に基づき説明されているが、ゲンドゥンドゥプへの倶舎論相承は第一説、及び第二、第三
説の二系統から流れ込んでいるのが見て取れる。また、上に記したように彼が『解脱道解明』をチ
ム・ジャンペーヤンの『阿毘達磨荘厳』並びにチム・ロサンタクパの『善説海』を勘案して作った
ことが知られており、このことから、彼の倶舎論解釈の背景には、1.レンダーワ→ツォンカパ系統
の解釈、2.マルトゥン・ペルデンリンチェン、及びマルトゥン・ギャンツォリンチェンの系統の解
釈、3.チム・ジャンペーヤンの『阿毘達磨荘厳』並びにチム・ロサンタ クパの『善説海』の所謂チ
ム流の解釈の系統の三点が指摘できる。 
4．註釈書形式以外の倶舎論教義の伝承 
ゲンドゥンドゥプの前後を通して倶舎論の教義がゲルク派及びチベットでどのように展開したの
かをまとめると、倶舎論註釈書のほか、『倶舎論』の概説書（spyi don）が書かれたり、学説綱要書
（grub mtha’）の中で言及される毘婆沙師説、及び聖典追随経量部の学説を説明する段で倶舎論の教
理が用いられ、また蘊・界・処の三つのカテゴリーによって仏教教義をまとめる論書に『大乗阿毘
達磨集論』と共に説かれたり、「因・果・縁」の教義を抽出して個別に論じた典籍、またはドゥラな
どの初等論理学書における存在論の解説、及びローリクに説明される心と心の働きを解説する箇所
においてその教義が採用されて、チベット仏教学の伝統の中に現在も続いて学習されている。 
 
＊この報告書は先般出版された現銀谷史明、ガワン・ウースン・ゴンタ訳『全訳ダライ･ラマ 1 世倶舎論註
『解脱道解明』』（起心書房、2017）所収の序論を加筆修正し、報告書として改稿したものである。 
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